
全日本学生自治会総連合(斎藤郁真委員長)
TEL 050-3036-6464 http://www.zengakuren.jp/ mail_cn001@zengakuren.jp

○世界中で同じ怒りがあふれている！

「１％に対して99％は団結しよう」「あなたたちの危機

にわたしたちは支払わない」「１％の強欲と腐敗をこれ以

上許すことはできない」・・・世界中で同じ怒りがあふれ、

同じスローガンが叫ばれています。

右上の新聞記事を見て下さい。青年や学生の未来がいま

大恐慌・大失業で生きていけない現状があります！ 一方

で「投資は自己責任」などと言っておきながら、自ら作り、

世界中にばらまいたサブプライムローンの破産のツケを民

衆に押し付け、自分たちは「大きすぎてつぶせない」と開

き直る大金融機関や、それと一体で儲けてきた独占的大企

業。その彼らが一方では、一生懸命になって努力してきた

学生の誇りを踏みにじり、労働者をボロクズのようにこき

使っている！ 彼らを断罪し、経済成長をし続けることに

よってしか維持されない社会のあり方への根底的な反撃が

始まっています。私たちが今の社会に感じている矛盾とそ

の怒りは世界中で共通です。

○「国益」なんてウソだ！

野田政権の下で、「国益」「国策」の名の下に多くの重

大な政策が進められようとしています。原発の再稼働をは

じめとして、ＴＰＰ、復興特区構想、沖縄新基地建設、増

税・・・すべてが「国益」のためとして推進されています。

しかしみなさん。これだけをみてもわかるように(上に

あげた5つすべてに賛成の人がどれほどいるでしょうか？)、

「国益」は「国民の利益」などではなく、私たちの利益で

はありません。かつて小泉政権のときに、「国益」が貫徹

され、富裕層が儲かれば雇用も増え、庶民の暮らしも良く

なると言われました。しかしそれから10年、実際はどうだっ

たでしょうか？ 戦後最長といわれた2001年～2005年の

「いざなみ景気」の下で株価が回復しても、その間労働者

の賃金は下がり、とりわけ若者は非正規雇用に突き落とさ

れ続け、今では青年の二人に一人は非正規雇用といわれる

現実が私たちの前にあるじゃないですか！

（裏面へ続く）

「国益」は、私たち学生の利益じゃない！
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｢再稼働阻止！全原発廃炉｣に向けてキャンパスから行動を！

①原発反対の大デモに参加しよう！

【要項】12月10日（土）日比谷野外音楽堂 13:30～集会・パレード

②署名と一言メッセージに
協力お願いします！

また同じことがやられようとしています。原発を再稼働

し、いくら原発を輸出しようが、ＴＰＰで大企業の輸出が

いくら拡大しようが、社員には過労死寸前の強労働がふり

かかる一方で、私たちの雇用が増えるわけではありません。

もうこれ以上「国益」などという、日本を牛耳る連中のウ

ソに振り回れるのはたくさんだ！

○何が「自己責任」だ！

「いざなみ景気」の下で、株価が回復したときには「経

営者の手腕のおかげ」であるかのように言いながら、景気

が悪くなったとたんに「労働者が働かなかったせい」にし

て労働者のクビを切る。資本家が高給をもらうのも、労働

者がクビを切られるのも、若者が就職活動に苦しむのも

「自己責任」・・・これはいったい何なのでしょうか？

一方、3･11後、原発事故の責任をめぐっては急に「自己

責任」などという言葉はメディアからいっせいに消え、代

わりに「がんばろう日本」の合言葉と共に「国民全員で責

任をわかちあう」ことが強調され、

増税が狙われています。しかし、東

京電力を引責辞任した清水元東電社

長は5億円の退職金をもらい、月(年

ではなく！)300万の年金をもらって

いる。そして東京電力は補償・賠償

を少なくすることに腐心し、責任を

とる姿勢などまったくみせていませ

ん。

小泉構造改革や福島原発事故が示

していることは、実際には「自己責

任」はあらゆる犠牲が私たちに押し

付けられているだけです。結局、

「自己責任」も支配者たちの都合の

いいときにのみ使われるふざけたフ

レーズの一つにすぎません。「自己

責任」だと言うなら、原発の被害に

対して、まず原発を作ってきたやつ

らこそ支払うべきです。

○未来をつくる力は学生の中にある！

もはや私たちは誰かにお願いして政治をやってもらうこ

とをやめなければならないのではないでしょうか。国会が

腐敗し政治家が私たちの利益を体現していない以上、私た

ちは自らの行動で今の社会の日常、大学の日常を変え、そ

の行動の中から自らのリーダーを生み出していくしかない

のではないでしょうか。

どんなに小さなことでも、ひとりの一歩がこの社会の沈

黙を是とするあり方を変えます。この危機と好機がないま

ぜになった時代を共に闘い、共に生きようではありません

か！

１２月１０日、作家の大江健三郎さんらが呼びかける原

発再稼働阻止を掲げた大集会が日比谷野外音楽堂にて開催

されます。全ての学生は結集しよう！

原発再稼働を阻止し、全原発廃炉へ向けてキャンパスか

ら行動を開始しよう！

11/13韓国の労働組合・民主労総の大会には今年4万人が

結集！全学連も動労千葉訪韓団と共に参加してきました。


